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トも人工芝のコートが完成し、夜間照明も設置された。平成22年 8 月には旧 1号館を取り巻くように
教室棟（ 6～ 8号館）が完成、23年 9 月には研究室棟（ 9号館）が完成、最後に旧 1号館を取り壊し、











































1 号館）は、平成23年10月完成予定とした。旧 1号館は、 2度の建築基準法改正により新耐震基準を
満たすことができず、学生・教職員の安全対策に問題があること、建築年数30年を超える校舎は耐震
補強工事に対する国の補助金制度（文部科学省）が対象外であるため、単独事業では 3 億以上の資金








6 月 1 日より平成17年 3 月31日とし、特定公益法人として認可を受けている教学振興会が窓口となっ
た。当初の目標は 3億円、総事業経費27億円、事業内容は、精華寮南寮の建設、記念館改築及び周辺
整備、伊勢学舎 1号館耐震補強並びに同 2号館耐震補強及び教室整備、同体育館耐震補強ないし建て



































































以上の基本概念と倉田山北地区の全体概念に基づき、新たに、新 1 号館（現 6・7・8・9 号館）、新
体育館（総合体育館）、祭式教室、記念館等の諸建物の配置や外観など設計に活かしつつ作業が進めら
れていった。














































































































棟 面 積 寮 室 数 収容人員
新 南 寮 2119.47 44 88
大 広 間 304.87
北寮（既設） 3241.56 72 144











































































































工 期 平成17年 2 月 8 日～平成18年 3 月30日
安全祈願祭：平成17年 2 月 8 日




総 工 費 10億40725千円（備品を除く）
総 面 積 5449.17㎡
1 階面積 3466.40㎡
正面玄関、エントランス、
メインアリーナ（バスケット又は排球 2面。バトミントン 6面又はハンドボール 1面）
柔道場、剣道場（薙刀）、男女更衣室（トイレ、シャワー室、ロッカー室）、管理室、
教員控室、倉庫・器具庫








総合体育館 正面 同 メインアリーナ
総合体育館新築竣工パンフレットより



























































































神殿 2、祭具庫 3、手水場 1、男子・女子更衣室各 1室、教員控室、男女トイレ
湯茶室
祭式教室の歴史
昭和38年 9 月、精華寮が完成し、 3階大広間に神殿を併設、祭式関係の授業を行う。
昭和47年10月、旧神宮皇學館大學本館（現記念館）を移築し、祭式教室として神殿を設ける。








祭式教室 正面 同 神殿
祭式教室竣功パンフレットより
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名 称 皇學館大学記念館 1棟
所 在 地 伊勢市神田久志本町1704
所 有 者 学校法人 皇 學 館
同 住 所 伊勢市神田久志本町1704
構造形式 木造平屋建





















































側面の扉（ 4 箇所）及び木製階段（ 3 箇所）のうち、消防法で非常口とする場合のみ残すが、もと
もと渡り廊下の位置で昭和13年には存在していない。
外壁漆喰は同仕様でやりかえ、下見板は取り外して洗いをかけ再塗装後、使用する。

























平成16年 9 月 耐震強度不足により教室として使用中止する。
平成18年 9 月 文化庁の登録有形文化財（建造物）に登録（第24－0061号）
平成19年12月 現在地に移築改築後、記念館として再び使用する。































































7 、 6号館・ 7号館・ 8号館・ 9号館
平成19年～24年
新 1号館建設計画・建設委員会



















































新 1 号館は、当初教育学部設置に伴う現 1 号館の代替校舎として、校舎設計が検討されてきたが、
平成20年 3 月、社会福祉学部の定員充足住率が60％（新 1 年生）と大幅に減少したことから、同学部
の伊勢学舎移転を視野に入れた伊勢学舎全体のマスタプランを作成するよう日本設計及び大成建設へ






を受け、3つのプロジェクトによる合同委員会を 5回実施し、平成20年 5 月、平面図が完成し、 8 月
末、理事会・評議員会へ概算見積22億 6 千万円（校舎建築19億円、インフラ整備 9 千万円、備品 1 億 5 千
万円、外構造成工事他 1億 2 千万円）、第 1期工事、鉄筋コンクリート造 5階建一部 3階建約5000㎡の講
義棟、同 5階建3300㎡の実験実習棟の計画案を議案提出し了承された。能楽堂を除き 3プロジェクト
の案を最大限、計画に反映した結果となった。

































新しい校舎「教育研究棟」は、 6号館（教室棟）、 7号館（教室棟）、 8号館（実験実習棟）の 3棟で













工 期：平成21年 2 月～22年 9 月（インフラ工事、造成工事を含む期間）
地 鎮 祭：平成21年 6 月11日

































































































てに見える。また、隣接する 7号館とは一体化した建物に見え、 6、 7、 8、 9号館を合わせた延床
面積は、11,550㎡となる壮大な校舎になった。
9号館の延床面積は約3000㎡、個人研究室38室、学部研究室 3室、学部長室 2室、大会議室、小会











竣 功 祭：平成23年10月 7 日
設計・施工：大成建設株式会社
監修（設計・施工）：株式会社日本設計
総 工 費： 6億9700万円






5 階、研究室10、特別研究室 1、大会議室 1
各階には、男女トイレ、給湯室、エレベーター
























新たな教育研究拠点、新研究棟 9号館の竣功を喜ぶ 学長 清水 潔
創立130周年・再興50周年を記念して推進されてきた一連の施設設備の拡充整備事業が、いよ
いよ完結することとなった。新研究棟 9号館の竣功である。 9号館は昨年 8月に完成した講義棟
6・ 7号館、実習棟 8号館と渡り廊下で結ばれ、 4館一体として教育研究棟と総称し、本学の新
たな教育研究活動の拠点となるものである。記念事業の掉尾を飾る最新の設備を備えた新研究棟
の完成を、心から喜びたい。








これまで本学の倉田山キャンパスは、2・ 3・ 4・ 5 号館に記念講堂、倉陵会館、附属図書館、


























創立100周年記念事業で建設された倉陵会館の 2 階の大会議室を食堂にするため、1 階食堂から 2
階に上がる階段を造り、机・椅子を置き約140名の席を増設した。22年 9 月には、2 階の就職課事務


























































年 9 月、 8号館に家庭科被服室・調理実習室
が新設されたため解体撤去し、新研究棟建設
（ 9号館）の敷地となる。













昭和55年11月 9 日、神宮皇學館本科第39回（昭和 5 年卒）卒業生が卒業後50年を記念して祭式
教室（旧記念館）南側に杉 5本を記念植樹する。













昭和37（1962） 2 21 大学校舎の上棟祭を、大学本館を祭場に斎行する。
4 25 皇學館大学校舎竣工祭並びに皇學館大学開学式を、伊勢高等学校体育
館で挙行する。
昭和38（1963） 9 21 男子学生寮が新築、竣工する。名称を神宮皇學館時代を襲用して「精
華寮」と定める。
12 2 高校、校舎竣工祭（旧 1号校舎）を斎行する。
昭和40（1965） 3 30 高校、第二期工事（管理棟）が竣工する。
6 29 高校、男子生徒寮として、神宮皇學館時代の旧精華寮（ 6棟）を改修
して開寮する。済美寮と名づける。
昭和41（1961） 2 8 体育館兼講堂の新築、竣工式を行う。（高校と共用する。なお、これまで
体育館として、神宮農業館の一部を借用する。）








昭和44（1969） 4 21 高校、武道館が竣工する。
昭和45（1970） 4 28 大学クラブハウスが竣工する。
5 6 大学弓道場並びに女子学生寮知新寮が竣工する。
昭和46（1971） 3 30 剣道場・柔道場が竣工する。
9 6 大学正門が竣工する（平成 5年 4月、大学正門整備のため取り壊す）。
昭和47（1972） 3 31 女子学生寮淑徳寮が竣工する。これにより分散していた女子寮が集結
する。（昭和58年 7 月取り壊す）




昭和48（1973） 4 5 大学附属図書館が新築竣工する。10月 1 日、開館する。（平成 4 年度、
附属図書館新築工事のため、取り壊す）
昭和49（1974） 12 18 高校、校舎建築第 3期工事（旧 3号校舎）が竣工する。
昭和51（1976） 4 3 本館（旧 1号館）を改修し、音楽室・理科室等の教室が整備される。
4 20 教室棟（現 2号館）を新築し、竣工式を行う。
昭和53（1978） 4 8 高校、校舎増築第 4期工事（ 2号校舎）が竣工する。
10 11 家庭科室（被服・調理）が竣工する。
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昭和53（1978） 12 10 高校、「建学の精神の碑」の除幕式を行う。教育勅語と邦憲王令旨（上
条信山書）が刻まれる。
昭和54（1979） 10 31 大学クラブハウスを増築する。
昭和55（1980） 2 25 中学校、図書館が完成し、開館する。
4 1 男子寮として、宮前寮を宮前館（外宮前）の一部を借用して置く。
昭和56（1981） 4 2 女子学生寮貞明寮が竣工する。（命名、学長田中卓。収容者数154名。岸
信介総長揮毫の「意貞潔通神明」を掲げる。）
4 6 相信寮（旧淑徳 1・ 2号館）を開設する。
4 8 田畑昭典助教授筆による神宮由緒を記す案内板が、内宮・宇治橋前、
外宮・火除橋前に設置される。
4 8 高校、第 2体育館が竣工する。
8 22 旧神宮皇學館大學講堂跡地に100周年記念講堂が竣工する。







昭和58（1983） 3 7 高校、特別教室棟（旧 4・ 5号校舎）が竣工する。
5 9 大学クラブハウスが新たに竣工する。
7 11 1 号館を全面的に洗滌、塗装する。また体育館を全面改修する。
昭和59（1984） 1 10 高校、第 2グラウンドが竣工・完成する。
2 24 精華寮正門が竣工する。
3 24 大学図書館書庫の増築工事竣工式を行う。
昭和60（1985） 3 8 中学校、新校舎が竣工する。
6 14 皇學館学園萬葉遊歩道第 3期工事が完成し、竣工式を行う。
9 倉友会館を改装する。




昭和62（1987） 3 14 男子学生寮精華寮の増築工事が完了し、竣工式を行う。新寮を「北寮」
（収容定員144名）、旧寮を「南寮」（収容定員112名）と称する。なお、
相信寮は廃止され、神宮に返還される。
昭和63（1988） 7 25 神道博物館が、大学附属資料館として竣工する。なお、敷地は神宮か
ら50年の借地契約により借用する。また、敷地内の知新寮は、取り壊
される。




平成元（1989） 4 1 皇學館大学神道博物館が大学附属施設として設置、発足する。
4 4 大学教室棟 4号館が竣工する。
10 倉陵会館食堂の増築工事が完了する。
12 25 高校、図書館の増改築工事を終え、竣工式を行う。翌 2年 2月に開館
する。
12 大学北校舎を薙刀道場として改修する。
平成 2（1990） 2 東側クラブハウスの改築工事を終える。
6 神道博物館収蔵庫等の改修工事を終える。
平成 4（1992） 7 書類倉庫が完成する。
平成 5（1993） 7 5 大学附属図書館改築工事が竣工する。旧図書館は取り壊される。
7 25 館友会100周年記念全国大会を記念講堂で開催し、記念事業として大
学正門の改築及び周辺整備をする。
平成 6（1994） 3 10 中学校、新校舎（現 3号校舎）・体育館が竣工する。
平成 7（1995） 8 31 高校、各教室に冷暖房設備を設置する。
平成 8（1996） 10 1 大学学内 LAN設備が竣工し、学術情報ネットワーク「KOGAKKAN
WEB」、大学ホームページをオープンする。
平成 9（1997） 10 6 倉風ハウスが、学生更衣室棟として完成する。







平成11（1999） 12 14 高校、新管理棟が竣工する。







12 15 高校、管理棟・ 1号校舎・ 5号校舎を新校舎建築のため取り壊す。
平成13（2001） 3 16 伊勢学舎 5号館の竣工式を行う。情報処理教室・書道教室・講義室・
演習室等を設ける。
3 27 高校、新 1号校舎が竣工する。
平成14（2002） 1 24 内親王殿下御生誕記念植樹（御衣黄桜）を、大学伊勢・名張学舎及び
高校で行う。
9 20 女子学生寮貞明寮の改修工事が竣工する。
12 25 高校、 3号校舎増築工事が竣工する。
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9 22 伊勢学舎 2号館耐震補強・改修工事が竣工する。
9 22 伊勢学舎、記念講堂 1階事務室改修工事及び自動ドア設置工事が竣工
する。併せて電話交換システム・パソコン類が更新される。
9 25 名張学舎学生会館増築工事が竣工する。















平成17（2005） 2 10 伊勢学舎、体育館兼講堂、薙刀道場（旧大学北校舎）及び大学テニス
コートを総合体育館建設のため取り壊す。
8 31 高校、 2号校舎の耐震補強工事が竣工する。
10 20 名張学舎駐車場が完成する（用地は、名張市より借地）。
平成18（2006） 2 11 旧神宮皇學館大學講堂（六角講堂）跡地を整備し、終戦60年戦歿学徒
慰霊碑を建立し、除幕式並びに慰霊祭を行う。
3 10 高校、第 2体育館・ 2号校舎アスベスト対策工事が竣工する。
3 17 皇學館大学記念館が登録有形文化財（建造物）となる。










平成20（2008） 6 10 大学、硬式テニスコートの改修工事が終了し、人工芝のコートとなる。
6 30 高校、旧武道場を解体し、跡地を自転車置き場及び駐車場とする。
9 30 中学校、テニスコートが第 2グラウンド西側に完成する。
平成21（2009） 3 倉友会館・図画工作室の一部を解体する。
6 女子寮横の谷の埋立てが完成する。
6 11 新 1 号館建設に伴う地鎮祭が斎行される。
平成22（2010） 8 27 新 1 号館竣功、 6・ 7・ 8号館と命名する。
9 倉陵会館 2階を改修して、食堂が完成する。
11 図画工作室・家庭科室を解体する。
平成23（2011） 10 7 新研究棟竣功、 9号館と命名する。
10 23 さよなら 1号館記念懇談会を教育学会が主催し開催される。解体直前
の建物内部も公開される。
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